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生物資源環境学セミナー

ハイスループット植物表現型解析（High-throughput plant phenotyping: HTPP）技術は、先端的なイ

メージセンシングと解析技術によって飛躍的に加速されている。HTPPは、農業界において非常に注

目されており、植物育種や精密農業、林業において幅広く採用されている。しかし、学際的な研究分

野であるため、分野間のギャップは依然として残っている。情報科学の研究者は、植物科学分野の研

究者が真に求めているものを理解し、それを実現することの難しさに直面することがままある。たと

えば、穀物の出穂期を判定するために面積当たりの穂数を数える必要はないし、開花日の判定のため

にそれぞれの小穂の極小さな葯を検出する必要もない。あるいは、対象とする作物の器官を検出する

のに幾千もの画像をアノテーションする必要もない。本セミナーでは、深層学習に基づいた表現型評

価を例として取り上げ、我々農業情報科学の研究者が、いかにして植物科学者の課題を理解し、それ

らをコンピュータービジョンの課題として捉え直し、最も効果的な解決策を編み出すかについて紹介

する。さまざまな研究事例を通じて得た教訓と経験についても共有したい。


